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実験 2では，formaldehyde 濃度 0％と比較してど
の formaldehyde濃度でも最大放置時間である 200 
minの間は一定の細胞数の割合を示した。更に，
formaldehyde濃度 0％の試料でセルアナライザー内
の放置時間が 0 minの時に得られる細胞数が 50％
となる領域に対して，各放置時間の細胞数の割合
を formaldehyde濃度毎に算出すると，formaldehyde
濃度 0.2％が最も 50％の値を維持していた。また，
formaldehyde濃度が濃くなると GFPの蛍光強度が低
下した。このことから，細胞の経時的形態変化を抑え
るために formaldehydeでの固定は有効であること示し
た。しかし，formaldehyde濃度が濃くなると GFPの
蛍光強度が低下したことから，formaldehyde濃度は低
濃度である必要がある。今後の暴露実験において安定
した測定結果を得るための formaldehyde濃度は 0.2％
が最適だと考えられる。
